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自己紹介
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https://ja.amimoto-ami.com/


http://vccw.cc/
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https://github.com/WP-API

https://github.com/WP-API


ここから本題







仕組み
• Travis CIでGulpを発火して、日本郵便のウェブ
サイトからエクセルファイルをダウンロードして、
JSONに変換後に、GitHubページにプッシュ。



それ用のgulpプラグイン作った。



この方法のメリット
• GitHubページをAPIのインフラとして利用できる
のでいろいろおいしい。 

• APIを作る仕組みそのものがオープンソースなの
で安心して使える。



デメリット
• Travis CIがgit pushをトリガーにしてるので、こ
こに人力が入ってしまう。。。



Lambdaがあるじゃん！



• 定期的にタスクを実行できる。 

• 月間100万回までは無料！



Travis CIのAPIをLambdaから毎日叩けばいいじゃん。





というわけで無料で全自動な郵便番号APIが 
できました。



クライアントライブラリを作ってくれる人を 

絶賛募集中です。



• https://github.com/madefor/postal-code-api 

• https://github.com/miya0001/lambda-kick-travis


